
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

【

監

査

公

表

】

○

監

査

の

結

果

に

基

づ

き

講

じ

た

措

置

の

状

況

の

監

査

事

務

局

担

当

課

（

室

）

公

表

目

次

【

告

示

】

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

漁

業

共

済

加

入

区

の

設

定

水

産

課

【

公

告

】

○

岡

山

県

職

員

の

職

務

に

係

る

倫

理

の

保

持

に

関

人

事

課

す

る

状

況

及

び

倫

理

の

保

持

に

関

し

て

講

じ

た

施

策

の

公

表

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

○

〃

〃

○

〃

〃

○

岡

山

県

医

療

審

議

会

か

ら

の

答

申

医

療

推

進

課

○

土

地

改

良

区

役

員

の

退

任

及

び

就

任

届

耕

地

課

○

屋

外

広

告

物

講

習

会

の

開

催

都

市

計

画

課

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

用

度

課

○

〃

警

察

本

部

会

計

課

【

人

事

委

員

会

】

○

令

和

元

年

度

岡

山

県

職

員

Ｂ

採

用

試

験

及

び

市

人

事

委

員

会

町

村

立

小

・

中

学

校

事

務

職

員

採

用

試

験

の

実

施

○

令

和

元

年

度

第

二

回

岡

山

県

警

察

官

採

用

試

験

〃

及

び

岡

山

県

警

察

行

政

職

員

Ｂ

採

用

試

験

の

実

施

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
十
七
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
元
年
七
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

住
友
電
工
焼
結
合
金
株
式
会
社

住
所

高
梁
市
成
羽
町
成
羽

番
地

2
9
0
1

氏
名

代
表
取
締
役
社
長

小
菅

敏
行

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
住
友
電
工
焼
結
合
金
株
式
会
社

所
在
地

高
梁
市
成
羽
町
成
羽

番
地

2
9
0
1
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 廃 止 廃 止 廃 止

63－イ 63－イ 63－イ 65
金属製品製造業の用に 金属製品製造業の用に 金属製品製造業の用に 酸又はアルカリによる

種 類 供する焼入れ施設 供する焼入れ施設 供する焼入れ施設 表面処理施設
(62 ，(63) (13） (15） （25））

50ｋＷ ４ｋＷ 40ｋＷ
能 力 200ｋｇ／日500ｋｇ／日 1,500ｋｇ／日 1,500ｋｇ／日

工 事 着 手 予 定 年 月 日 令和元年８月10日 － 同左 同左

工 事 完 成 予 定 年 月 日 令和元年８月25日 － 同左 同左

使 用 開 始 予 定 年 月 日 令和元年８月26日 － 同左 同左

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間 同左 同左 間欠12時間
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0 0.05 0 0.005 0 0.01 0 0.15
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6.0～6.5 5.8～6.7 7.0～8.0 7.0～8.0 6.0～6.5 5.8～6.7 9.0～10 9.0～10
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／Ｌ） 15 30 120 180 15 30 2,300 2,300
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 4,600 7,000 260 300 4,600 7,000 2,300 2,300

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 130 260 250 300 130 260 0 0

油 分（㎎／Ｌ） 3,000 3,000
－ －(質量％) 95 99 95 99

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） － － 680 680
同左 同左

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） － － 0 0

備考 １ 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。

２ 新設の特定施設から排出される汚水等は，産業廃棄物として処理委託される。

(4) 汚水等の処理施設に関する事項

変更なし

(5) 排水口に関する事項

変更なし

２ 縦覧の期間及び場所

令和元年７月５日　岡山県公報　第１２１０６号



(1) 期 間 令和元年７月５日から同月26日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び高梁市役所

令和元年７月５日　岡山県公報　第１２１０６号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
十
八
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
百
五
条
第

。

一
項
第
二
号
ロ
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
に
係
る
区
域
及
び
区
分
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
七
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

漁

業

の

区

分

加
入
区

区

域

の
名
称

伊
里
加

伊
里
漁
業
協

一

主
と
し
て
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
を
営
む
漁
業

入
区

同
組
合
の
地

二

主
と
し
て
さ
し
網
漁
業
を
営
む
漁
業

区

三

主
と
し
て
建
網
漁
業
を
営
む
漁
業

四

主
と
し
て
つ
ぼ
な
わ
漁
業
を
営
む
漁
業

五

主
と
し
て
か
ご
な
わ
漁
業
を
営
む
漁
業

六

主
と
し
て
は
え
な
わ
漁
業
を
営
む
漁
業

七

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業
の
う
ち
前
各
号
に
掲
げ

る
漁
業
以
外
の
漁
業

令和元年７月５日　岡山県公報　第１２１０６号



〔
二
六
〇
〕
岡
山
県
職
員
倫
理
条
例
（
平
成
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
六
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
岡
山
県
職
員
の
職
務

に
係
る
倫
理
の
保
持
に
関
す
る
状
況
及
び
倫
理
の
保
持
に
関
し
て
講
じ
た
施
策
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
公
表
す
る
。

令
和
元
年
七
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

倫
理
の
保
持
に
関
す
る
状
況

１

夜
間
に
お
い
て
利
害
関
係
者
と
共
に
自
己
の
費
用
を
負
担
し
て
飲
食
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

届
出
の
件
数

七
七
件

２

利
害
関
係
者
と
共
に
、
自
己
の
費
用
を
負
担
し
な
い
で
飲
食
を
し
、
又
は
自
己
の
費
用
を
負
担

す
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
遊
技
、
ゴ
ル
フ
若
し
く
は
旅
行
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
許
可

の
件
数

一
件

３

一
件
に
つ
き
五
千
円
を
超
え
る
贈
与
等
又
は
報
酬
の
支
払
を
受
け
た
件
数

〇
件

４

岡
山
県
職
員
倫
理
条
例
及
び
岡
山
県
職
員
倫
理
規
則
（
平
成
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
百
十
三
号
）

の
規
定
に
違
反
し
た
こ
と
に
よ
る
懲
戒
処
分
の
件
数

〇
件

二

倫
理
の
保
持
に
関
し
て
講
じ
た
主
な
施
策

１

各
所
属
長
に
対
し
、
綱
紀
の
保
持
、
虚
礼
の
廃
止
等
に
つ
い
て
通
知
し
た
こ
と
。

２

職
員
研
修
等
に
お
い
て
、
職
員
倫
理
に
関
す
る
講
座
を
開
催
し
た
こ
と
。

３

不
祥
事
件
の
再
発
防
止
に
向
け
、
服
務
規
律
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
任
用
し
、
職
員
か
ら
の
相
談
を

受
け
る
と
と
も
に
、
綱
紀
粛
正
を
図
っ
た
こ
と
。

令和元年７月５日　岡山県公報　第１２１０６号



〔
二
六
一
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
七
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
吉
備
野
工
房
ち
み
ち

三

代
表
者
の
氏
名

今
野

友
紀

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

総
社
市
三
須
七
九
六
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
吉
備
野
の
持
つ
歴
史
や
文
化
や
自
然
な
ど
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
及
び
ま
ち
づ

く
り
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
市
民
活
動
を
行
う
と
共
に
、
そ
れ
ら
を
支
援
す
る
こ
と
を
通
じ
て
吉
備

野
の
魅
力
を
高
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

目
的
及
び
名
称
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〔
二
六
二
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
七
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
さ
お
か
島
づ
く
り
海
社

三

代
表
者
の
氏
名

鳴
本

浩
二

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

笠
岡
市
北
木
島
町
九
七
六
八
番
地
二
九

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
笠
岡
諸
島
を
中
心
と
し
て
、
不
特
定
多
数
の
市
民
・
団
体
の
活
動
支
援
に
関
す
る

事
業
を
行
い
、
笠
岡
諸
島
の
自
立
的
発
展
を
促
進
し
、
生
活
の
安
定
及
び
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
種
類
及
び
会
議
に
関
す
る
事
項
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〔
二
六
三
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
七
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

令
和
元
年
六
月
二
十
八
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
笠
岡
を
元
気
に
す
る
会

三

代
表
者
の
氏
名

柚
木

義
和

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

笠
岡
市
四
番
町
三
番
地
二
〇

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
不
特
定
多
数
の
市
民
、
団
体
の
活
動
支
援
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
笠
岡
市
の
活

力
、
元
気
さ
を
一
層
力
強
く
前
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合

的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
い
生
活
の
安
定
及
び
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

目
的
及
び
特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
の
種
類
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〔
二
六
四
〕
岡
山
県
医
療
審
議
会
か
ら
次
の
と
お
り
答
申
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
七
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

諮
問
年
月
日

令
和
元
年
六
月
十
二
日

二

答
申
を
受
け
た
年
月
日

令
和
元
年
六
月
二
十
四
日

三

諮
問
及
び
答
申
の
事
項

医
療
法
人
の
設
立
及
び
解
散
の
認
可
に
つ
い
て

四

そ
の
他

諮
問
及
び
答
申
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
庁
県
政
情
報
室
、
岡
山
県
備
前

県
民
局
及
び
岡
山
県
備
中
県
民
局
に
お
い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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〔
二
六
五
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
七
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

小
原
土
地
改
良
区

二

退
任
及
び
就
任
役
員

退
任
役
員

就
任
役
員

理
事
監

住

所

氏

名

氏

名

事
の
別

延
原

次
美

久
米
郡
美
咲
町
小
原
五
五
二

理

事

池
上

寿
男

池
上

寿
男

〃

〃

〃

一
五
九
二

〃

浅
津

眞
悟

〃

〃

〃

一
二
〇
六

二

〃

－

延
原

洋

延
原

洋

〃

〃

〃

五
一
八

〃

丸
尾

嘉
宏

〃

〃

〃

五
一
一

〃

山
本

弘
樹

山
本

弘
樹

〃

〃

打
穴
中
五
五
八

四

〃

－

神
棒

昇

〃

〃

小
原
二
七
一

三

〃

－

佐
藤

宏

〃

〃

〃

四
〇
一

〃

直
原

宏

〃

〃

〃

一
〇
三
七

三

〃
－

小
賀

民
生

〃

〃

〃

一
三
二
四

三

〃
－

谷
口

浅
恵

〃

〃

〃

一
四
三
二

〃

浅
津

健
一

〃

〃

西
幸
一
一
六
六

三

〃

－

小
窪

秀
治

小
窪

秀
治

〃

〃

〃

九
二
九

二

〃

－

谷
口

豊

〃

〃

小
原
一
四
六
五

五

〃

－

井
伊

貴
之

〃

〃

西
幸
三
五
一

〃

小
賀

幸
一

〃

〃

小
原
一
〇
九
九

〃

為
国

周
輔

〃

〃

〃

一
二
四
四

〃

浅
津

正
志

〃

〃

〃

二
六
八

〃

葛
原

孝
一

〃

〃

〃

四
二
一

一

〃

－

杉
山

幹
夫

〃

〃

〃

八
九
九

一

〃

－

浅
津

伸

〃

〃

西
幸
一
〇
五
一

〃
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先
本

季
信

〃

〃

〃

一
〇
〇
五

一

〃

－
藤
井

将
宏

藤
井

将
宏

〃

〃

小
原
一
六
二
九

監

事

浅
津

正
志

〃

〃

〃

二
六
八

〃

浅
津

典
夫

〃

〃

西
幸
一
〇
六
五

〃

形
井

圓

〃

〃

〃

一
五
七
八

二

〃

－
菅

忠
則

〃

久
米
南
町
里
方
九
三
八

一

〃

－
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〔
二
六
六
〕
岡
山
県
屋
外
広
告
物
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
九
号
）
第
二
十
一
条
の

十
第
一
項
に
規
定
す
る
屋
外
広
告
物
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

令
和
元
年
七
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
催
の
日
時

令
和
元
年
八
月
三
十
日
（
金
曜
日
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

二

開
催
の
場
所

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
庁
九
階
大
会
議
室

三

講
習
科
目

１

屋
外
広
告
物
に
関
す
る
法
令

２

屋
外
広
告
物
の
表
示
の
方
法

３

屋
外
広
告
物
の
施
工
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
者
が
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
類
を
提
出
し
た
場

合
に
は
、
受
講
を
免
除
す
る
。

ア

建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
建
築
士
の
資

格
を
有
す
る
者

イ

電
気
工
事
士
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
電
気
工
事
士

の
資
格
を
有
す
る
者

ウ

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三

号
ま
で
に
掲
げ
る
第
一
種
電
気
主
任
技
術
者
免
状
、
第
二
種
電
気
主
任
技
術
者
免
状
又
は
第
三

種
電
気
主
任
技
術
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

エ

職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
に
基
づ
く
帆
布
製
品
製
造
に

係
る
職
業
訓
練
指
導
員
の
免
許
を
受
け
た
者
、
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
又
は
職
業
訓
練
を
修

了
し
た
者

四

講
習
手
数
料

一
人
に
つ
き
三
、
六
五
○
円
（
岡
山
県
収
入
証
紙
を
受
講
申
込
書
に
貼
り
付
け
て
納
付
す
る
こ

と

）
。

五

受
講
申
込
み

１

提
出
書
類

所
定
の
講
習
会
受
講
申
込
書

２

受
付
期
間

令
和
元
年
七
月
五
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
八
月
八
日
（
木
曜
日
）
ま
で
（
岡
山

県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
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休
日
を
除
く

。
。
）

な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、
同
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
る
。

３

申
込
先

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課

六

問
い
合
わ
せ
及
び
資
料
請
求
先

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課
、
各
県
民
局
建
設
部
管
理
課
又
は
各
県
民
局
建
設
部
地
域
管

理
課
（
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
八
十
二
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
上
、
請

求
す
る
こ
と

）
。
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二
六
七

政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

〔
〕

、

。

札
を
実
施
す
る

令
和
元
年
七
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
調
達
内
容

(
1
)
購
入
物
品
名
及
び
数
量

多
機
能
走
査
型
Ｘ
線
光
電
子
分
光
分
析
装
置

１
式

(
2
)
購
入
物
品
の
特
質
等

入
札
説
明
書
及
び
機
器
規
格
仕
様
書
（
以
下
「
入
札
説
明
書
等
」
と
い
う
）
に
よ
る
。

。

(
3
)
納
入
期
限

令
和
２
年
２
月
2
8
日
（
金
）

(
4
)
納
入
場
所

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

(
5
)
入
札
方
法

入
札
金
額
は
，
調
達
物
品
の
本
体
価
格
の
ほ
か
，
輸
送
費
及
び
入
札
説
明
書
等
に
記
載
す
る
作

業
等
納
入
に
要
す
る
一
切
の
諸
経
費
を
含
め
た
額
と
す
る
。
な
お
，
落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
，

入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
1
0
0
分
の
1
0
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
（
当

該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
，
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
）
。

を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
，
入
札
者
は
，
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者

で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
，
見
積
も
っ
た
契
約
金
額
の
1
1
0
分
の
1
0
0
に
相
当
す

る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

２
競
争
入
札
参
加
資
格

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

(
1
)
令
和
元
年
度
に
県
が
発
注
す
る
物
品
の
調
達
契
約
で
あ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特

定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
７
年
政
令
第
3
7
2
号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
（
平
成
3
1
年
岡
山
県
告
示
第
3
0
号
（
物

品
の
売
買
，
修
理
等
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
，
資
格
審
査
の
申
請
手
続
等
。

以
下
「
資
格
告
示
」
と
い
う
）
に
定
め
る
資
格
を
い
う
）
を
得
て
い
る
者
で
，
格
付
区
分
が

。
。

Ａ
で
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
2
2
年
政
令
第
1
6
号
）
第
1
6
7
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
該
当
し
な
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い
者
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
，
物
品
の
売
買
，
修
理
等
の

契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
条
件
付
）
参
加
資
格
者
の
資
格
審
査
要
領
（
平
成
1
9
年
岡
山
県
告

示
第
3
0
6
号
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
参
加
の
停
止
の
処
置
を
受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

(
4
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
，
物
品
の
売
買
，
修
理
等
の

契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
条
件
付
）
参
加
除
外
等
要
領
に
基
づ
く
入
札
参
加
除
外
の
処
置
を

受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

(
5
)
民
事
再
生
法
（
平
成
1
1
年
法
律
第
2
2
5
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て

い
る
者
又
は
会
社
更
生
法
（
平
成
1
4
年
法
律
第
1
5
4
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が

な
さ
れ
て
い
る
者
（
再
生
手
続
開
始
の
決
定
又
は
更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
い
る
者
を
除

く
）
で
な
い
こ
と
。

。

３
競
争
入
札
参
加
資
格
の
申
請
手
続

こ
の
一
般
競
争
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
で
，
２
(
1
)
の
資
格
を
得
て
い
な
い
も
の
は
，
資

格
告
示
に
基
づ
き
申
請
手
続
を
行
う
こ
と
。

(
1
)
申
請
書
の
入
手
先
，
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班
（
岡
山
県
庁
２
階
）

電
話
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
5
3
8

(
2
)
申
請
書
の
提
出
期
限

令
和
元
年
８
月
1
3
日
（
火
）

正
午

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

(
1
)
契
約
条
項
を
示
す
場
所
，
入
札
説
明
書
等
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
調
達
班
（
岡
山
県
庁
地
下
１
階
）

電
話
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
5
4
0

(
2
)
入
札
説
明
書
等
の
交
付
期
間
及
び
交
付
方
法

ア
交
付
期
間

令
和
元
年
７
月
５
日
（
金
）
か
ら
同
年
８
月
1
3
日
（
火
）
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る

条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
２
号
）
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く
）
。

イ
交
付
方
法
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(
1
)
の
場
所
に
て
交
付
す
る
。

ま
た
，
郵
送
に
よ
る
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
，
交
付
に
必
要
な
期
間
を
十
分
に
考
慮
し
，

，
。

，
返
信
用
封
筒
及
び
返
信
に
必
要
な
切
手
等
を
同
封
し

(
1
)
の
場
所
に
請
求
す
る
こ
と

な
お

交
付
す
る
入
札
説
明
書
等
は
，
縦
2
9
7
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
，
横
2
1
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
，
重
さ
1
1
0
グ

ラ
ム
で
あ
る
の
で
，
注
意
す
る
こ
と
。

(
3
)
入
札
書
の
提
出
方
法

入
札
書
の
提
出
は
，
持
参
又
は
郵
便
若
し
く
は
信
書
便
に
よ
る
送
付
（
以
下
「
郵
送
等
」
と
い

う
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

。

(
4
)
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

ア
日
時

令
和
元
年
８
月
2
1
日
（
水
）

1
3
時
1
0
分

た
だ
し
，
郵
送
等
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
，
令
和
元
年
８
月
2
0
日
（
火
）
1
7
時
を
受
領
期

限
と
す
る
。

イ
場
所

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
地
下
１
階
入
札
室

た
だ
し
，
郵
送
等
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
，
(
1
)
の
場
所
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

ウ
そ
の
他

持
参
の
場
合
に
あ
っ
て
は
，
入
札
開
始
前
及
び
開
札
開
始
後
に
お
い
て
は
，
入
札
書
の
提
出

を
受
け
付
け
な
い
。

５
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
，
一
般
競
争
入
札
参
加
申
出
書
及
び
入
札
説
明
書

で
指
定
す
る
添
付
書
類
を
令
和
元
年
８
月
1
3
日
（
火
）
1
7
時
ま
で
に
，
４
(
1
)
の
場
所
に
提
出
（
郵

送
等
に
よ
る
も
の
を
含
む
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

ま
た
，
入
札
参
加
希
望
者
は
，
契
約
担
当
者
か
ら
提
出
し
た
書
類
等
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た

場
合
に
は
，
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
そ
の
他

(
1
)
入
札
及
び
契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

(
2
)
入
札
保
証
金
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（
）

。
岡
山
県
財
務
規
則
昭
和
6
1
年
岡
山
県
規
則
第
８
号
第
1
3
1
条
及
び
第
1
3
3
条
の
規
定
に
よ
る

(
3
)
契
約
保
証
金

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
5
3
条
及
び
第
1
5
5
条
の
規
定
に
よ
る
。

(
4
)
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
，
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義

務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
そ
の
他
岡
山
県
財
務
規
則
第
1
4
0
条
各
号
に
掲
げ
る
入
札

に
係
る
入
札
書
は
，
無
効
と
す
る
。

(
5
)
契
約
書
作
成
の
要
否

要

(
6
)
落
札
者
の
決
定
方
法

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
3
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内

で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

(
7
)
そ
の
他

詳
細
は
，
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

７
S
u
m
m
a
r
y

(
1
)
N
a
m
e
a
n
d
q
u
a
n
t
i
t
y
o
f
t
h
e
p
r
o
d
u
c
t
s
t
o
b
e
p
u
r
c
h
a
s
e
d
:

M
u
l
t
i
f
u
n
c
t
i
o
n
a
l
s
c
a
n
n
i
n
g
X
-
r
a
y
p
h
o
t
o
e
l
e
c
t
r
o
n
s
p
e
c
t
r
o
m
e
t
e
r
１
U
n
i
t

(
2
)
D
e
l
i
v
e
r
y
d
a
t
e
:

B
y
2
8
F
e
b
r
u
a
r
y
（
F
r
i
d
a
y
）
,
2
0
2
0

(
3
)
D
e
l
i
v
e
r
y
p
l
a
c
e
:

S
p
e
c
i
f
i
e
d
i
n
t
h
e
b
i
d
e
x
p
l
a
n
a
t
i
o
n
f
o
r
m

(
4
)
T
i
m
e
l
i
m
i
t
f
o
r
t
e
n
d
e
r
:

１
:
1
0
P
.
M
.
2
1
A
u
g
u
s
t
（
W
e
d
n
e
s
d
a
y
）
,
2
0
1
9

(
5
)
C
o
n
t
a
c
t
p
o
i
n
t
f
o
r
t
h
e
n
o
t
i
c
e
:

O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
O
f
f
i
c
e
,
T
r
e
a
s
u
r
y
B
u
r
e
a
u
,
O
f
f
i
c
e
S
u
p
p
l
i
e
s

D
i
v
i
s
i
o
n

２
－
４
－
６
,
U
c
h
i
s
a
n
g
e
,
K
i
t
a
－
k
u
,
O
k
a
y
a
m
a
－
s
h
i
,
O
k
a
y
a
m
a
－
k
e
n
,
7
0
0
－
8
5
7
0
,

J
a
p
a
n

T
E
L
0
8
6
－
2
2
6
－
7
5
4
0
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二
六
八

政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

〔
〕

、

。

札
を
実
施
す
る

令
和
元
年
七
月
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
調
達
内
容

(
1
)
調
達
件
名

携
帯
電
話
回
線
利
用
の
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
業
務
等
で
使
用
す
る
電
気
通
信
役
務
提
供
業
務

(
2
)
調
達
業
務
の
特
質
等

入
札
説
明
書
及
び
携
帯
電
話
回
線
利
用
の
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
業
務
等
で
使
用
す
る
電
気
通
信

役
務
提
供
業
務
仕
様
書
（
以
下
「
入
札
説
明
書
等
」
と
い
う
）
に
よ
る
。

。

(
3
)
契
約
期
間

令
和
２
年
３
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
２
月
2
9
日
ま
で

(
4
)
履
行
場
所

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

(
5
)
入
札
方
法

入
札
に
当
た
っ
て
は
，
入
札
説
明
書
に
示
す
方
法
に
従
っ
て
計
算
し
た
４
年
間
分
の
額
で
入
札

に
付
す
る
こ
と
と
し
，
落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
，
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の

（
，

1
0
0
分
の
1
0
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は

。
）

，
，

そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る

を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で

入
札
者
は

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
係
る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
，
見

積
も
っ
た
契
約
金
額
の
1
1
0
分
の
1
0
0
に
相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

２
競
争
入
札
参
加
資
格

次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

(
1
)
令
和
元
年
度
に
県
が
発
注
す
る
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
契
約
で
あ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の

物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
７
年
政
令
第
3
7
2
号
）
の
規

定
が
適
用
さ
れ
る
契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
（
平
成
3
1
年
岡
山
県
告

示
第
2
6
号
（
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
，
資
格
審
査
の
申

請
手
続
等
。
以
下
「
資
格
告
示
」
と
い
う
）
に
定
め
る
資
格
を
い
う
）
を
得
て
い
る
者
で
，

。
。

格
付
区
分
が
Ａ
で
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
2
2
年
政
令
第
1
6
号
）
第
1
6
7
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
該
当
し
な
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い
者
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
，
岡
山
県
役
務
の
提
供
の
契

約
に
係
る
入
札
参
加
資
格
審
査
要
領
（
平
成
1
9
年
岡
山
県
告
示
第
3
3
2
号
）
の
規
定
に
よ
る
入
札

参
加
の
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

(
4
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
，
岡
山
県
か
ら
岡
山
県
役
務

の
提
供
の
契
約
に
係
る
入
札
参
加
除
外
等
要
領
に
基
づ
く
入
札
参
加
除
外
の
措
置
を
受
け
て
い
る

者
で
な
い
こ
と
。

(
5
)
民
事
再
生
法
（
平
成
1
1
年
法
律
第
2
2
5
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て

い
る
者
又
は
会
社
更
生
法
（
平
成
1
4
年
法
律
第
1
5
4
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が

な
さ
れ
て
い
る
者
（
再
生
手
続
開
始
の
決
定
又
は
更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
い
る
者
を
除

く
）
で
な
い
こ
と
。

。

(
6
)
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
5
9
年
法
律
第
8
6
号
）
に
よ
る
電
気
通
信
事
業
者
の
登
録
を
受
け
て
い

る
者
で
あ
る
こ
と
。

３
競
争
入
札
参
加
資
格
の
申
請
手
続

こ
の
一
般
競
争
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
で
，
２
(
1
)
の
資
格
を
得
て
い
な
い
も
の
は
，
資

格
告
示
に
基
づ
き
申
請
手
続
を
行
う
こ
と
。

(
1
)
申
請
書
の
入
手
先
，
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
県
民
生
活
部
情
報
政
策
課
情
報
化
推
進
班
（
岡
山
県
庁
８
階
）

電
話
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
2
6
4

(
2
)
申
請
書
の
提
出
期
限

令
和
元
年
８
月
1
9
日
（
月
）

午
後
４
時

４
入
札
書
の
提
出
場
所
等

(
1
)
入
札
書
の
提
出
場
所
，
契
約
条
項
を
示
す
場
所
，
入
札
説
明
書
等
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ

せ
先〒
7
0
0
－
8
5
1
2
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
契
約
担
当

電
話
（
0
8
6
）
2
3
4
－
0
1
1
0
内
線
2
2
1
6

(
2
)
入
札
説
明
書
等
の
交
付
期
間
及
び
交
付
方
法

ア
交
付
期
間
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令
和
元
年
７
月
５
日
（
金
）
か
ら
同
年
８
月
1
9
日
（
月
）
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る

条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
２
号
）
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く
）
。

イ
交
付
方
法

(
1
)
の
場
所
に
て
交
付
す
る
。

ま
た
，
郵
送
に
よ
る
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
，
交
付
に
必
要
な
期
間
を
十
分
に
考
慮
し
，

，
。

，
返
信
用
封
筒
及
び
返
信
に
必
要
な
切
手
等
を
同
封
し

(
1
)
の
場
所
に
請
求
す
る
こ
と

な
お

交
付
す
る
入
札
説
明
書
等
は
，
縦
2
9
7
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
，
横
2
1
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
，
厚
さ
3
0
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
内
，
重
さ
1
6
0
グ
ラ
ム
で
あ
る
の
で
，
注
意
す
る
こ
と
。

(
3
)
入
札
書
の
受
領
期
限

令
和
元
年
８
月
2
8
日
（
水
）

午
後
４
時

(
4
)
開
札
の
日
時
及
び
場
所

令
和
元
年
８
月
2
9
日
（
木
）

午
前
1
1
時

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
分
室
（
岡
山
県
庁
地
下
１
階
）

５
そ
の
他

(
1
)
入
札
及
び
契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

(
2
)
入
札
保
証
金

（
）

。
岡
山
県
財
務
規
則
昭
和
6
1
年
岡
山
県
規
則
第
８
号
第
1
3
1
条
及
び
第
1
3
3
条
の
規
定
に
よ
る

(
3
)
契
約
保
証
金

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
5
3
条
及
び
第
1
5
5
条
の
規
定
に
よ
る
。

(
4
)
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
，
入
札
書
を
受
領
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
と
と

も
に
，
入
札
説
明
書
に
示
す
書
類
を
作
成
し
，
令
和
元
年
８
月
1
9
日
（
月
）
午
後
４
時
ま
で
に
，

入
札
説
明
書
で
示
す
場
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
，
入
札
参
加
希
望
者
は
，
契
約
担
当
者
か
ら
提
出
し
た
書
類
等
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ

た
場
合
に
は
，
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
5
)
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
，
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義

務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
そ
の
他
岡
山
県
財
務
規
則
第
1
4
0
条
各
号
に
掲
げ
る
入
札
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に
係
る
入
札
書
は
，
無
効
と
す
る
。

(
6
)
契
約
書
作
成
の
要
否

要

(
7
)
落
札
者
の
決
定
方
法

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
3
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内

で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

(
8
)
そ
の
他

詳
細
は
，
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

６
S
u
m
m
a
r
y

(
1
)
N
a
m
e
a
n
d
q
u
a
n
t
i
t
y
o
f
t
h
e
s
e
r
v
i
c
e
t
o
b
e
p
r
o
c
u
r
e
d
:

T
e
l
e
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
s
e
r
v
i
c
e
f
o
r
m
o
b
i
l
e
p
h
o
n
e
n
e
t
w
o
r
k

(
2
)
C
o
n
t
r
a
c
t
p
e
r
i
o
d
:

F
r
o
m
１
M
a
r
c
h
,
2
0
2
0
t
h
r
o
u
g
h
2
9
F
e
b
r
u
a
r
y
,
2
0
2
4

(
3
)
F
u
l
f
i
l
l
m
e
n
t
p
l
a
c
e
:

S
p
e
c
i
f
i
e
d
i
n
t
h
e
b
i
d
e
x
p
l
a
n
a
t
i
o
n
f
o
r
m

(
4
)
T
i
m
e
l
i
m
i
t
f
o
r
t
e
n
d
e
r
:

４
:
0
0
P
.
M
.
2
8
A
u
g
u
s
t
,
2
0
1
9

(
5
)
C
o
n
t
a
c
t
p
o
i
n
t
f
o
r
t
h
e
n
o
t
i
c
e
:

F
i
n
a
n
c
e
S
e
c
t
i
o
n
,
O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
P
o
l
i
c
e
H
e
a
d
q
u
a
r
t
e
r
s

２
－
４
－
６
U
c
h
i
s
a
n
g
e
,
K
i
t
a
－
k
u
,
O
k
a
y
a
m
a
－
s
h
i
,
O
k
a
y
a
m
a
－
k
e
n
,
7
0
0
－
8
5
1
2
,

J
a
p
a
n

T
e
l
e
p
h
o
n
e
:
0
8
6
－
2
3
4
－
0
1
1
0
,
E
x
t
.
2
2
1
6
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
六
号

令
和
元
年
度
岡
山
県
職
員
Ｂ
採
用
試
験
及
び
市
町
村
立
小
・
中
学
校
事
務
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
す
る
。

令
和
元
年
七
月
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

一

試
験
区
分
、
採
用
予
定
者
数
並
び
に
主
な
勤
務
先
及
び
職
務
内
容

１

岡
山
県
職
員
Ｂ

試
験
区
分

採
用
予
定
者
数

主

な

勤

務

先

及

び

職

務

内

容

事

務

五
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等

、
教
育
委
員
会
（
教
育
庁
、

）

県
立
学
校
等
）
等
に
お
い
て
、
事
務
に
従
事
す
る
。

土

木

三
名

知
事
部
局
（
本
庁
、
県
民
局
等
）
に
お
い
て
、
道
路
、
河
川
、

港
湾
、
都
市
計
画
等
の
事
業
に
関
す
る
企
画
、
設
計
、
施
工
管

理
等
の
専
門
的
業
務
に
従
事
す
る
。

２

市
町
村
立
小
・
中
学
校
事
務
職
員

試

験

区

分

採
用
予
定
者
数

主

な

勤

務

先

及

び

職

務

内

容

小
・
中
学

Ａ

五
名

市
町
村
立
小
・
中
学
校
等
（
岡
山
市
立
で
あ
る
も
の
を
除

校

事

務

く

）
に
お
い
て
、
学
校
事
務
に
従
事
す
る
。

。

Ｂ

四
名

二

受
験
資
格

１

岡
山
県
職
員
Ｂ

平
成
十
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く

）
。

(1)
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を
卒
業
し
た
者
又
は
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

岡
山
県
人
事
委
員
会
が
、

に
該
当
す
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

(2)

(1)

２

市
町
村
立
小
・
中
学
校
事
務
職
員

Ａ
区
分

平
成
元
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

Ｂ
区
分

平
成
十
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

３

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
１
又
は
２
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
も
受
験
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

(1)

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に

(2)
該
当
す
る
者

三

試
験
の
方
法

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
つ

い
て
行
う
。

１

第
一
次
試
験

試
験
区
分

種

目

内

容択
一
式

事

務

教
養
試
験

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
、

に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。

小
・
中
学

校

事

務

性
格
、
心
理
等
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

適
性
検
査

択
一
式

土

木

教
養
試
験

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
、

に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。

専
門
試
験

数
学
・
物
理
・
情
報
技
術
基
礎
、
土
木
基
礎
力
学
（
構
造
力
学
、
水

理
学
、
土
質
力
学

、
土
木
構
造
設
計
、
測
量
、
社
会
基
盤
工
学
、

）

土
木
施
工
等
に
つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。
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適
性
検
査

性
格
、
心
理
等
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

２

第
二
次
試
験

口
述
試
験

(1)

個
別
面
接
に
よ
り
行
う
。

作
文
試
験

(2)

表
現
力
、
理
解
力
、
構
成
力
、
企
画
力
等
に
つ
い
て
記
述
試
験
を
行
う
。

四

試
験
の
期
日
及
び
試
験
会
場

１

第
一
次
試
験

試

験

の

期

日

試

験

会

場

令
和
元
年
九
月
二
十
九
日
（
日
曜
日
）

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

岡
山
大
学
文
・
法
・
経
済
学
部
講
義
棟

岡
山
市
中
区
古
京
町
一
丁
目
七
番
三
六
号

岡
山
県
庁
分
庁
舎

２

第
二
次
試
験

試

験

の

期

日

試

験

会

場

令
和
元
年
十
一
月
一
日
（
金
曜
日
）

岡
山
市
中
区
古
京
町
一
丁
目
七
番
三
六
号

岡
山
県
庁
分
庁
舎

令
和
元
年
十
一
月
二
日
（
土
曜
日
）
か
ら
同

月
七
日
（
木
曜
日
）
ま
で
の
う
ち
一
日
（
第

一
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て
、
直
接
通
知

す
る

）
。
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五

合
格
者
の
発
表

岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
掲
示
板
に
次
の
と
お
り
掲
示
し
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
対
し
て
は
、
直
接
通
知
す
る
。

区

分

発

表

の

期

日

内

容

第
一
次
試
験

令
和
元
年
十
月
十
六
日
（
水
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

第
二
次
試
験

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日
（
金
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

六

採
用
及
び
採
用
後
の
給
与

１

採
用第

二
次
試
験
の
合
格
者
は
、
合
格
決
定
後
直
ち
に
、
試
験
区
分
ご
と
に
成
績
順
に
採
用
候
補

(1)
者
名
簿
に
登
載
す
る
。

採
用
者
は
、
任
命
権
者
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
が
採
用
候
補
者
名
簿

(2)
の
登
載
順
に
提
示
し
た
者
の
中
か
ら
、
任
命
権
者
が
決
定
す
る
。
な
お
、
採
用
時
期
は
、
原
則

と
し
て
、
令
和
二
年
四
月
一
日
と
す
る
。

採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
は
、
原
則
と
し
て
、
名
簿
登
載
の
日
か
ら
一
年
と
す
る
。

(3)
２

給
与平

成
三
十
一
年
四
月
採
用
者
（
新
卒
者
）
の
給
料
月
額
は
、
一
五
六
、
二
〇
〇
円
で
あ
る
。

(1)

諸
手
当
と
し
て
、
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
が
支
給

(2)
さ
れ
る
。

七

受
験
手
続

１

試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
定
の
受
験
申
込
書
を
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
岡
山

市
中
区
古
京
町
一
丁
目
七
番
三
六
号
岡
山
県
庁
分
庁
舎
二
階
）
に
提
出
す
る
こ
と
。

２

受
験
申
込
書
は
、
令
和
元
年
七
月
五
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
八
月
二
十
三
日
（
金
曜
日
）
ま

で
の
期
間
中
（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く

、
八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
十
五
分
ま

。
）

で
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に
お
い
て
受
け
付
け
る
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

同
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
る
。

３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
、
令
和
元
年
七
月
五
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
八
月
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十
六
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
期
間
中
、
岡
山
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
受
け
付
け
る
。

八

そ
の
他

１

試
験
の
実
施
方
法
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
受
験
案
内
に
記
載
す
る
。

２

受
験
申
込
書
及
び
受
験
案
内
は
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
等
で
交
付
す
る
。
な
お
、
郵
便

で
請
求
す
る
場
合
は
、
百
四
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
す
る
こ
と
。
ま

、

。

た

岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る

３

受
験
資
格
の
有
無
及
び
受
験
申
込
書
の
記
載
事
項
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
証
明

書
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

の
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
受
験
申
込
書
等
の
提
出
書
類

４

六
１
(1)

の
記
載
事
項
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
の
場
合
の
入
力
事
項
を
含
む

）
に
虚
偽

。

の
も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
か
ら
当
該
者
を
削
除
す
る
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
七
号

令
和
元
年
度
第
二
回
岡
山
県
警
察
官
採
用
試
験
及
び
岡
山
県
警
察
行
政
職
員
Ｂ
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
実
施
す
る
。

令
和
元
年
七
月
五
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

一

試
験
区
分
、
採
用
予
定
者
数
並
び
に
主
な
勤
務
先
及
び
職
務
内
容

試

験

区

分

採
用
予
定
者
数

主

な

勤

務

先

及

び

職

務

内

容

警
察
官
Ａ

男
性

二
十
名

警
察
本
部
、
警
察
署
等
に
お
い
て
、
個
人
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
の
保
護
に
当
た
り
、
犯
罪
の
予
防
、
鎮
圧

女
性

三
名

及
び
捜
査
、
被
疑
者
の
逮
捕
、
交
通
の
取
締
り
そ
の
他

公
共
の
安
全
と
秩
序
を
維
持
す
る
職
務
に
従
事
す
る
。

警
察
官
Ｂ

男
性

三
十
三
名

女
性

四
名

警
察
行
政
職
員
Ｂ

二
名

警
察
本
部
、
警
察
署
等
に
お
い
て
、
予
算
・
経
理
、
庶

務
、
統
計
、
警
察
施
設
の
維
持
管
理
、
交
通
管
制
、
運

転
免
許
事
務
、
犯
罪
捜
査
の
支
援
等
の
警
察
運
営
に
必

要
な
様
々
な
業
務
に
従
事
す
る
。

二

受
験
資
格

１

学
歴
、
年
齢
及
び
性
別

試

験

区

分

受

験

資

格

警
察
官
Ａ

男
性

昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

（

）

警
察
官
Ａ

女
性

当
す
る
も
の

（

）

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
よ
る
大
学

(1)
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（
短
期
大
学
を
除
く

）
を
卒
業
し
た
者
又
は
令
和
二
年
三
月
三
十

。

一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

岡
山
県
人
事
委
員
会
が
、

に
該
当
す
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ

(2)

(1)

る
と
認
め
る
者

警
察
官
Ｂ

男
性

昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

（

）

警
察
官
Ｂ

女
性

者
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
受
験
す
る
こ
と
が
で

（

）

き
な
い
。学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く

）
を
卒
業
し
た

。

(1)
者
又
は
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

岡
山
県
人
事
委
員
会
が
、

に
該
当
す
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ

(2)

(1)

る
と
認
め
る
者

警
察
行
政
職
員
Ｂ

平
成
十
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く

）
を
卒
業
し
た

。

(1)
者
又
は
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

岡
山
県
人
事
委
員
会
が
、

に
該
当
す
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ

(2)

(1)

る
と
認
め
る
者

２

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
１
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

(1)

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
十
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に

(2)
該
当
す
る
者

三

試
験
の
方
法

試
験
は
、
第
一
次
試
験
及
び
第
二
次
試
験
と
し
、
第
二
次
試
験
は
、
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
つ

い
て
行
う
。

１

第
一
次
試
験

令和元年７月５日　岡山県公報　第１２１０６号



種

目

内

容

試

験

区

分

警
察
官
Ａ

男
性

教

養

試

験

大
学
卒
業
程
度
の
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
択

（

）

警
察
官
Ａ

女
性

一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。

（

）

論

文

試

験

表
現
力
、
理
解
力
、
構
成
力
、
企
画
力
等
に
つ
い
て
記

述
試
験
を
行
う
。

適

性

検

査

性
格
、
心
理
等
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

体

力

試

験

反
復
横
跳
び
、
上
体
起
こ
し
、
握
力
及
び
二
〇
メ
ー
ト

ル
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
を
行
う
。（

）

（

）

項

目

警
察
官

男
性

警
察
官

女
性

反

復

二
〇
秒
間
に
四

二
〇
秒
間
に
四

横

跳

び

五
回
以
上

〇
回
以
上

上

体

三
〇
秒
間
に
二

三
〇
秒
間
に
一

起

こ

し

一
回
以
上

五
回
以
上

握

力

左
右
平
均
三
七

左
右
平
均
二
四

キ
ロ
グ
ラ
ム
以

キ
ロ
グ
ラ
ム
以

上

上

二
〇
メ
ー
ト

四
三
回
以
上

二
五
回
以
上

ル
シ
ャ
ト
ル

ラ
ン
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身

体

検

査

１

指
及
び
関
節
運
動
に
つ
い
て
職
務
遂
行
に
支
障
が
な
い

か
ど
う
か
の
検
査
を
行
う
。

資

格

加

点

七
１
の
受
験
申
込
書
の
提
出
の
際
に
証
明
書
類
の
写
し

を
添
え
て
申
請
の
あ
っ
た
次
に
掲
げ
る
資
格
・
免
許
・

検
定
に
つ
い
て
、
当
該
証
明
書
類
の
原
本
の
確
認
に
よ

り
、
警
察
業
務
に
資
す
る
専
門
的
技
能
及
び
知
識
に
つ

い
て
行
う
。

分

野

資

格

・

免

許

・

検

定

柔

道

二
段
以
上
（
公
益
財
団
法
人
講
道

館
の
段
位
に
限
る

）
。

剣

道

二
段
以
上
（
一
般
財
団
法
人
全
日

本
剣
道
連
盟
の
段
位
に
限
る

）
。

英

語

実
用
英
語
技
能
検
定
（
英
検
）
二

級
以
上

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
四
七
〇
点
以
上
（
団

（

）

体
特
別
受
験
制
度

Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト

に
よ
る
も
の
を
除
く

）
。

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
（
Ｐ
Ｂ
Ｔ
）
四
六
〇

点
以
上

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
）
一
四
〇

点
以
上

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
（
ｉ
Ｂ
Ｔ
）
四
八
点

以
上

国
際
連
合
公
用
語
英
語
検
定
試
験
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Ｃ
級
以
上

中

国

語

中
国
語
検
定
試
験
三
級
以
上

漢
語
水
平
考
試
四
級
以
上
か
つ
一

八
〇
点
以
上
（
平
成
二
十
一
年
十

二
月
十
三
日
以
前
に
実
施
さ
れ
た

試
験
に
あ
っ
て
は
、
三
級
以
上
）

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
四
〇
〇
点
以
上

韓

国

語

ハ
ン
グ
ル
能
力
検
定
試
験
準
二
級

以
上

韓
国
語
能
力
試
験
四
級
以
上

財

務

日
商
簿
記
検
定
試
験
二
級
以
上

情

報

処

理

情
報
処
理
技
術
者
試
験
（
経
済
産

業
省
認
定
の
国
家
資
格
）
合
格
者

警
察
官
Ｂ

男
性

教

養

試

験

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い

（

）

警
察
官
Ｂ

女
性

て
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。

（

）

作

文

試

験

表
現
力
、
理
解
力
、
構
成
力
、
企
画
力
等
に
つ
い
て
記

述
試
験
を
行
う
。

適

性

検

査

性
格
、
心
理
等
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

体

力

試

験

反
復
横
跳
び
、
上
体
起
こ
し
、
握
力
及
び
二
〇
メ
ー
ト

ル
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
を
行
う
。
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（

）

（

）

項

目

警
察
官

男
性

警
察
官

女
性

反

復

二
〇
秒
間
に
四

二
〇
秒
間
に
四

横

跳

び

五
回
以
上

〇
回
以
上

上

体

三
〇
秒
間
に
二

三
〇
秒
間
に
一

起

こ

し

一
回
以
上

五
回
以
上

握

力

左
右
平
均
三
七

左
右
平
均
二
四

キ
ロ
グ
ラ
ム
以

キ
ロ
グ
ラ
ム
以

上

上

二
〇
メ
ー
ト

四
三
回
以
上

二
五
回
以
上

ル
シ
ャ
ト
ル

ラ
ン

身

体

検

査

１

指
及
び
関
節
運
動
に
つ
い
て
職
務
遂
行
に
支
障
が
な
い

か
ど
う
か
の
検
査
を
行
う
。

資

格

加

点

七
１
の
受
験
申
込
書
の
提
出
の
際
に
証
明
書
類
の
写
し

を
添
え
て
申
請
の
あ
っ
た
次
に
掲
げ
る
資
格
・
免
許
・

検
定
に
つ
い
て
、
当
該
証
明
書
類
の
原
本
の
確
認
に
よ

り
、
警
察
業
務
に
資
す
る
専
門
的
技
能
及
び
知
識
に
つ

い
て
行
う
。

分

野

資

格

・

免

許

・

検

定

柔

道

二
段
以
上
（
公
益
財
団
法
人
講
道

館
の
段
位
に
限
る

）
。
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剣

道

二
段
以
上
（
一
般
財
団
法
人
全
日

本
剣
道
連
盟
の
段
位
に
限
る

）
。

英

語

実
用
英
語
技
能
検
定
（
英
検
）
二

級
以
上

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
四
七
〇
点
以
上
（
団

（

）

体
特
別
受
験
制
度

Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト

に
よ
る
も
の
を
除
く

）
。

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
（
Ｐ
Ｂ
Ｔ
）
四
六
〇

点
以
上

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
（
Ｃ
Ｂ
Ｔ
）
一
四
〇

点
以
上

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
（
ｉ
Ｂ
Ｔ
）
四
八
点

以
上

国
際
連
合
公
用
語
英
語
検
定
試
験

Ｃ
級
以
上

中

国

語

中
国
語
検
定
試
験
三
級
以
上

漢
語
水
平
考
試
四
級
以
上
か
つ
一

八
〇
点
以
上
（
平
成
二
十
一
年
十

二
月
十
三
日
以
前
に
実
施
さ
れ
た

試
験
に
あ
っ
て
は
、
三
級
以
上
）

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
四
〇
〇
点
以
上

韓

国

語

ハ
ン
グ
ル
能
力
検
定
試
験
準
二
級

以
上

韓
国
語
能
力
試
験
四
級
以
上

財

務

日
商
簿
記
検
定
試
験
二
級
以
上
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情

報

処

理

情
報
処
理
技
術
者
試
験
（
経
済
産

業
省
認
定
の
国
家
資
格
）
合
格
者

警
察
行
政
職
員
Ｂ

教

養

試

験

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い

て
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
う
。

作

文

試

験

表
現
力
、
理
解
力
、
構
成
力
、
企
画
力
等
に
つ
い
て
記

述
試
験
を
行
う
。

適

性

検

査

性
格
、
心
理
等
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

２

第
二
次
試
験

口
述
試
験

(1)

集
団
面
接
及
び
個
別
面
接
に
よ
り
行
う
。

身
体
検
査
２

(2)

警
察
官
Ａ
及
び
警
察
官
Ｂ
に
つ
い
て
、
所
定
の
身
体
検
査
書
の
提
出
に
よ
り
、
職
務
遂
行
に

必
要
な
身
体
状
態
の
検
査
を
行
う
。
検
査
費
用
は
、
受
験
者
の
負
担
と
す
る
。

項

目

警

察

官

（

男

性

）

警

察

官

（

女

性

）

視

力

両
眼
と
も
裸
眼
視
力
が
〇
・
六
以
上
又
は
矯
正
視
力
が
一
・
〇
以
上

色

覚

職
務
遂
行
に
支
障
の
な
い
こ
と
。

聴

力

職
務
遂
行
に
支
障
の
な
い
こ
と
。

精
密
検
査

職
務
遂
行
に
支
障
の
な
い
身
体
状
態
で
あ
る
こ
と
。
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四

試
験
の
期
日
及
び
試
験
会
場

１

第
一
次
試
験

教
養
試
験
、
論
文
試
験
又
は
作
文
試
験
、
適
性
検
査
及
び
資
格
加
点

(1)

試

験

の

期

日

試

験

会

場

令
和
元
年
九
月
二
十
二
日
（
日
曜
日
）

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

岡
山
大
学
文
・
法
・
経
済
学
部
講
義
棟

岡
山
市
北
区
津
島
中
三
丁
目
一
番
一
号

岡
山
大
学
環
境
理
工
学
部
棟

体
力
試
験
及
び
身
体
検
査
１

(2)

試

験

の

期

日

試

験

会

場

令
和
元
年
九
月
十
九
日
（
木
曜
日
）
か
ら

岡
山
市
北
区
玉
柏
二
七
五
三

同

岡
山
県
警
察
学
校

月
二
十
一
日
（
土
曜
日
）
ま
で
、
同
月
二
十

三
日
（
月
曜
日
）
及
び
同
月
二
十
四
日
（
火

の
う
ち
一
日
（
受
験
申
込
者
に
対
し

曜
日
）

て
、
直
接
通
知
す
る

）
。

２

第
二
次
試
験
（
口
述
試
験
及
び
身
体
検
査
２
）

口

述

試

験

の

期

日

口

述

試

験

会

場

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日
（
金
曜
日
）
か
ら

岡
山
市
中
区
古
京
町
一
丁
目
七
番
三
六
号

同
月
二
十
日
（
水
曜
日
）
ま
で
の
う
ち
一
日

岡
山
県
庁
分
庁
舎

（
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て
、
直
接

通
知
す
る

）
。
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五

合
格
者
の
発
表

岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
掲
示
板
に
次
の
と
お
り
掲
示
し
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
合
格
者
に
対
し
て
は
、
直
接
通
知
す
る
。

区

分

発

表

の

期

日

内

容

第
一
次
試
験

令
和
元
年
十
月
十
六
日
（
水
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

第
二
次
試
験

令
和
元
年
十
二
月
五
日
（
木
曜
日
）

合
格
者
の
受
験
番
号

六

採
用
及
び
採
用
後
の
給
与

１

採
用第

二
次
試
験
の
合
格
者
は
、
合
格
決
定
後
直
ち
に
、
試
験
区
分
ご
と
に
成
績
順
に
採
用
候
補

(1)
者
名
簿
に
登
載
す
る
。

採
用
者
は
、
任
命
権
者
（
岡
山
県
警
察
本
部
長
を
い
う
。
以
下
同
じ

）
か
ら
の
請
求
に
応

。

(2)
じ
て
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
が
採
用
候
補
者
名
簿
の
登
載
順
に
提
示
し
た
者
の
中
か
ら
、
任
命

権
者
が
決
定
す
る
。
な
お
、
採
用
時
期
は
、
原
則
と
し
て
、
令
和
二
年
四
月
一
日
と
す
る
。

採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期
間
は
、
原
則
と
し
て
、
名
簿
登
載
の
日
か
ら
一
年
と
す
る
。

(3)
２

給
与平

成
三
十
一
年
四
月
採
用
者
（
新
卒
者
）
の
給
料
月
額
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(1)

大

学

卒

業

者

短
期
大
学
卒
業
者

高
等
学
校
卒
業
者

警

察

官

Ａ

二
一
六
、
五
〇
〇
円

警

察

官

Ｂ

一
九
八
、
八
〇
〇
円

一
八
三
、
八
〇
〇
円

警

察

行

政

職

員

Ｂ

一
六
六
、
八
〇
〇
円

一
五
六
、
二
〇
〇
円

学
歴

試
験
区
分
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諸
手
当
と
し
て
、
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
、
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
等
が
支
給

(2)
さ
れ
る
。

七

受
験
手
続

１

試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は

所
定
の
受
験
申
込
書
を
岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課

岡

、

（

山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
）
に
提
出
す
る
こ
と
。

２

受
験
申
込
書
は
、
令
和
元
年
七
月
五
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
八
月
十
六
日
（
金
曜
日
）
ま
で

の
期
間
中
（
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く

、
八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
十
五
分
ま
で
、

。
）

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
に
お
い
て
受
け
付
け
る
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

同
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
、
受
け
付
け
る
。

３

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
、
令
和
元
年
七
月
五
日
（
金
曜
日
）
か
ら
同
年
八
月

九
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
期
間
中
、
岡
山
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
受
け
付
け
る
。

八

そ
の
他

１

試
験
の
実
施
方
法
そ
の
他
試
験
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
受
験
案
内
に
記
載
す
る
。

２

受
験
申
込
書
及
び
受
験
案
内
は
、
岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課
、
県
内
各
警
察
署
、
岡
山

県
人
事
委
員
会
事
務
局
等
で
交
付
す
る
。
な
お
、
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
百
四
十
円
分
の
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
す
る
こ
と
。
ま
た
、
岡
山
県
人
事
委
員
会
事
務
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

受
験
資
格
の
有
無
及
び
受
験
申
込
書
の
記
載
事
項
を
確
認
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
、
証
明

書
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
あ
る
。

の
採
用
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
受
験
申
込
書
等
の
提
出
書
類

４

六
１
(1)

の
記
載
事
項
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
込
み
の
場
合
の
入
力
事
項
を
含
む

）
に
虚
偽

。

の
も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
採
用
候
補
者
名
簿
か
ら
当
該
者
を
削
除
す
る
。
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◎
岡
山
県
監
査
公
表
第
六
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
九
十
九
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
監

査
の
結
果
に
基
づ
き
、
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
元
年
七
月
五
日

岡
山
県
監
査
委
員

高

原

俊

彦

岡
山
県
監
査
委
員

中

塚

周

一

岡
山
県
監
査
委
員

山

本

督

憲

岡
山
県
監
査
委
員

佐

藤

由

美

子
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監 査 対 象 機 関 監査実施年月日 監査結果公表年月日

公益財団法人岡山県林業振興基 平成31年１月25日 平成31年３月26日

金

監査の結果（指摘事項）

財務諸表が，公益法人会計基準等に基づき，適正に作成されていない。

措置の状況

平成30年度決算については，公認会計士の指導を受け，公益法人会計基準等

に基づいて適正な財務諸表を作成した。

今後も，必要に応じて公認会計士等の指導を受け，適正な財務諸表の作成を

徹底する。

公益財団法人岡山県育英会 平成31年１月23日 平成31年３月26日

監査の結果（指摘事項）

奨学金に係る未収償還金が，前年度末に比べ約3,740万円増加し，平成29年

度末の残高は265,039,795円であり，多額となっている。

措置の状況

未収償還金の回収については，文書・電話・訪問による督促を繰り返し行う

とともに，対応が不誠実な長期滞納者に対しては法的措置等を講じ，また，経

済的な理由により返還が困難な者に対しては，個々の状況に応じて分納を推奨

する等，回収に努めている。

貸与段階においては，学校担当者と連携し 「返還金が次の奨学金の原資に，

なる」という奨学金制度の周知に努めるほか，平成30年度からは，申請段階で

奨学金返還等についての「事前確認書」の提出を求め，返還意識の向上を図っ

ている。

また，新たに返還を開始する者及び毎月払込書により返還している者に対し

ては，文書により口座振替を案内している。

平成29年度からは，専門員の配置により，電話連絡を迅速かつ細やかに実施

できる回収体制を整備して新たな未収償還金の発生防止に努めており，平成30

年度からは，新たに弁護士法人へ債権回収を委託し，これまで連絡がつかなか

った滞納者へ接触して分納を開始させるなど成果が出始めているところであ
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る。

なお，さらなる対策について，理事会及び評議員会で議論しており，今後，

滞納者の傾向について分析を行い，より効率的な未収償還金の解消に努めるこ

ととしている。

渋川みらい創造プロジェクト 平成31年２月15日 平成31年３月26日

監査の結果（指摘事項）

， ， ，指定管理者として 包括協定に規定のある区分経理が行われておらず また

県に提出した事業報告書の中で，指定管理に係る収支決算書が適正に作成され

ていない。

措置の状況

平成31年４月から，会計帳簿について振分けを明確にしたものに見直しする

など区分経理を徹底するとともに，会計処理の経験が豊富なスタッフを総務課

に１名増員した。

収支決算書については，平成30年度分の決算から，代表企業である国際ライ

フパートナー株式会社の顧問税理士による確認を受けたうえで県に報告するこ

ととした。

また，現場と国際ライフパートナー株式会社本社のいずれにおいても定期的

（月ごと及び四半期ごと）に会計処理の確認を行い，数字の不備がないよう徹

底する。
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